
クラシス株式会社 

調剤薬局 M&A ニュース 

＜2024 年 6 月号＞ 
 
 

1. 2024 年 1 月～4 月の一都三県における薬局 M&A 

（厚労省開示資料から当社作成・株式譲渡によるものは除く） 

 

 
 

・事業譲渡薬局は 97 店舗 

・常勤薬剤師数 1 名の小規模店舗が 51％（49 店舗）、2 名まででは 83%(80 店舗) 

・譲渡先は多くが中堅薬局への譲渡、大手薬局へは約 1～2 割 

・開局は 178 店舗、大手・中堅が大半 

・閉局は 94 店舗 

 

 常勤薬剤師 1～2 名規模の小規模薬局の譲渡や閉局が進むと同時に、大手薬局の新規出

店が加速、全体の薬局数の増加傾向は変わらない。 
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2. 大手薬局の業績（調剤関連事業のみ） 

各社増収総益基調。店舗数も拡大傾向続く。 

 
 

3. 業界トピックス（2024 年 3 月～2024 年 6 月） 

(1) M&A 

・地域ヘルスケア連携基盤(CHCP)  

都内を中心に 10 店舗運営するメディカルケミストを買収 

・くすりみらい 

埼玉県で 2 店舗運営するベルマックを買収 

・クオール HD  

・東京都、埼玉県、千葉県で 6 店舗運営する行徳ファーマシーを買収 

 ・東京都で 2 店舗運営するボトムハートを買収 

・薬樹 

神奈川県で 2 店舗運営する株式会社アヴァンスを買収 

 

(2) 業界動向 

・調剤医療費（厚労省） 

令和 6 年１月の調剤医療費は 6,790 億円（伸び率（対前年度同期比。）+6.5％）で、処方

箋１枚当たり調剤医療費は 9,490 円（伸び率▲1.7％）であった。調剤医療費の内訳は、

技術料が 1,821 億円（伸び率+7.2％）、薬剤料が 4,956 億円（伸び率+6.3％）、薬剤料の

うち、後発医薬品が 954 億円（伸び率+2.6％）であった。 

 

以上 

決算 比較 売上高 前期比 営業益 前期比 店舗数 出店 M&A 閉店 増減(期首比）

1 アインHD 4月 3Q 2,650 +12.1% 189 +9.1% 1,221 14 11 13 ＋12

2 日本調剤 3月 通期 3,208 +8.1% 151 +3.6% 736 25 11 18 ＋18

3 ウェルシアHD 2月 通期 2,568 +12.6% NA NA 2,305 NA NA NA ＋123

4  クオールHD 3月 通期 1,651 +6.3% 107 -6.7% 895 NA NA NA ＋34

5 マツキヨココカラ 3月 通期 1,597 +3.6% NA NA 971 NA NA NA ＋47

6  スギHD 2月 通期 1,587 +11.5% NA NA 1,569 142 0 19 ＋123

7 ツルハHD 5月 3Q 935 +11.9% NA NA 907 72 5 20 ＋57

8 メディシス 3月 通期 1,099 +5.3% 64 +9.3% 450 13 18 9 ＋22

9  東邦HD 3月 通期 937 +1.6% 15 -36.4% 706 NA NA NA △ 61

10 スズケン 3月 通期 873 -0.5% 10 -1.3% 559 NA NA NA △ 18

※1 調剤併設店舗数

業績（億円） 店舗

※1


